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研究成果の概要（和文）： 

近年、腫瘍増大に伴う未熟な骨髄細胞集団が宿主免疫に影響することが注目され、それらは

Myeloid-Derived Suppressor Cells (MDSCs) と呼ばれている。本研究では、１）メラノーマ腫

瘍増大に伴う Gr1+CD11b+未熟骨髄細胞集団は Th2 型免疫反応によって誘導され易いこと、２）

メラノーマ以外の腫瘍における新規ケモカイン CXCL17 /DMC/VCC-1 の過剰発現によってこれら

Gr1+CD11b+未熟骨髄細胞集団が腫瘍局所で増数し、腫瘍内血管新生と密接に関連しすることを

明らかにした。担がんマウスによる実験結果から、腫瘍型に依存した Gr1+CD11b+未熟骨髄細胞

集団が集積し、固有の腫瘍進展につながることが考えられた。 

 
 
研究成果の概要（英文）： 

With melanoma, as with many other malignancies, the immune-suppressive tumor microenvironment is 

a hallmark
 
of cancer and a major obstacle to immune therapy. Myeloid-derived suppressor cells 

(MDSCs) contribute to immune
 
dysfunctions induced by tumors both in experimental models and

 

patients. While CD11b
+
Gr1

+
 myeloid cells are well-known markers for MDSCs in mice, only a limited 

number of literatures have been reported for drastic mobilization of CD11b
+
Gr1

+
 MDSCs in B16 

melanoma-bearing C57BL/6 mice. To seek out mobilizing conditions of CD11b
+
Gr1

+
 MDSCs in 

C57BL/6 mice, the population size of CD11b
+
Gr1

+
 cells was investigated using some immunodeficient 

mice. Mobilization of CD11b
+
Gr1

+
 cells of B16 melanoma-bearing and melanoma-free mice was 

assessed by flow cytometric analysis. Moreover, achievement in mobilization of CD11b
+
Gr1

+
 cells was 

also evaluated using mice that formed interleukin (IL)-4-expressing B16 melanoma tumor. B16 

melanoma in C57BL/6 wild-type mice less mobilizes CD11b
+
Gr1

+
 myeloid cells, but CD11b

+
Gr1

+
 cells 

were significantly mobilized in Rag1-/- and Tbx-/- mice that lack T and B cells and Th1-type immune 

response, respectively. Furthermore, IL-4-expressing B16 melanoma-bearing mice facilitated 

mobilization of CD11b
+
Gr1

+
 MDSCs in those immunodeficient mice in concomitant with the decrease 

of F4/80
+
 macrophages. Furthermore, we found that the latest member of the C-X-C-type chemokines, 

CXCL17 (DMC/VCC-1), recruited immature myeloid-derived cells and enhances early tumor 

progression. Our data suggest that aberrant expression of CXCL17 in tumor cells recruits immature 

myeloid-derived cells and promotes early tumor progression through angiogenesis. 
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１．研究開始当初の背景 
悪性黒色腫（メラノーマ）に対する「がん抗
原」の発見以来、がんワクチン療法に関する
多くの臨床試験がなされてきた。しかしなが
ら、米国がん研究所 Rosenberg らの報告では、
メラノーマ患者を中心としたワクチン療法
の臨床的応答性がわずか 2.6％でしかなく
（Nature Med. 2004）、がんワクチン療法の
限界すら暗示されていた。その一方で、この
報告はがん免疫療法の改善すべきポイント
を宿主側因子と腫瘍側因子の両面から再考
の必要性を述べ、新しい視点での治療研究が
多くの施設で開始されつつあった。 
 我々は、１）メラノーマの免疫感受性の回
復•増幅方法の探索、２）宿主免疫を効率よ
く活性化する抗原投与ルートの検索、３）患
者個体で播種したメラノーマ細胞が年余に
わたり腫瘍形成に至らず休眠状態で存在し
続ける（tumor dormancy）の宿主制御機構に
ついて、マウスモデルを用いて研究を行なっ
てきた。その結果、１）メラノーマの免疫感
受性の回復方法として、包括的な遺伝子発現
の修飾方法が有効であり、分子標的薬として
期待されているヒストン脱アセチル化阻害
剤の利用が有望であること(Kobayashi et al. 
Oncogene 2006)、２）頸部リンパ節領域に至
るリンパ流量と宿主免疫活性化の関係を明
らかにし、３）メラノーマの tumor dormancy
に極少数の宿主内腫瘍細胞が制御性 T 細胞
（Treg）の調節下に維持されることが必要で
あることを明らかにした（Kakinuma, et al. 
Cancer Immunol Immunother. 2007）。さらに、
新規 IFN ファミリーに属する IFN-lambda 
(IL-28/29)は NK 細胞を活性化することによ
り、B16 メラノーマ腫瘍の局所制御を可能に
し、獲得免疫にも貢献することを示した
（Sato et al. J Immunol 2006）。これらの
研究結果から、メラノーマの進展に伴う宿主
側因子の変化と腫瘍側因子の治療抵抗性を
規定する要素を両面から考慮しなければな

らないことが強く示唆されていた。 
 

２．研究の目的 
 米国癌研究所実施した臨床試験の結果では、
内在性リンパ球の存在が効率的な CTLの誘導
を阻害していることが指摘され（Dudley et 
al., Science 2002 ）、 そ の 実 体 一 つ が
CD4+CD25+制御性 T細胞（Treg）であることが
判明していた。しかし、担がん状態にある患
者個体（及び実験動物）では、骨髄球由来の
未熟なマクロファージ、好中球、樹状細胞が
脾臓や腫瘍間質に蓄積する事実が報告され、
現 在 myeloid-derived suppressor cells 
(MDSCs)として、その免疫抑制の役割が注目
されていた（Gabrilovich et al, Cancer Res. 
2007）。MDSCs 集団は不均一な細胞集団からな
り、その性質も発生するがん種に依存する性
質がある。本研究では、メラノーマ細胞やそ
の他のがん細胞によるモデル動物の腫瘍進
展に伴い出現する CD11b+ Gr1+MDSCs 集団の特
徴付けとその増幅起点について研究を行な
った。 
 

３．研究の方法 

(1)メラノーマ抗原（gp100/pmel）特異的 T
細胞受容体(TCR)を有するトランスジェニッ
クマウス（Pmel）個体におけるメラノーマ腫
瘍増大と脾臓由来 CD11b+ Gr1+MDSCs 集団を
FACS 解析し、免疫組織化学法にて腫瘍内
CD11b+ Gr1+MDSCs 集団の存在を検定した。 
 
(2)各種ヒトがん細胞株を免疫不全マウスに
移植し、脾臓由来 CD11b+ Gr1+MDSCs 集団の特
徴を FACS 解析した。またそれらの in vitro
走化性について Boyden Chamber 法にて検定
した。 
 
４．研究成果 
(1)メラノーマ抗原（gp100/pmel）特異的 T
細胞受容体(TCR)を有するトランスジェニッ



クマウス（Pmel）個体において、マウス B16
メラノーマ細胞を C57BL/6 マウスの皮下に移
植した。その結果、腫瘍特異的 TCR を有する
マウスにもかかわらず、拒絶されずに腫瘍が
増大することが判明した。また、Pmel+/+Rag1-/-

マウスにおいても同様であることから本マ
ウスモデルにおいて、制御性 T 細胞 (Treg) 
生成に依存しない宿主因子の関与が示唆さ
れた。さらに当該腫瘍増大に伴う未熟骨髄細
胞集団に注目し、Gr1+CD11b+細胞集団の増加
について試験した。その結果、wild type (WT) 
C57BL/6マウスおよびPmelマウスにおいても
B16 メラノーマ皮下腫瘍の増大に伴い
Gr1+CD11b+細胞の増加が観察された。生成し
た Gr1+CD11b+細胞の一部は腫瘍組織内におい
ても浸潤していることが免疫組織化学法に
より観察することができた。これらの
Gr1+CD11b+細胞をPmelマウス由来の活性化型
CD8+T 細胞のメラノーマ細胞傷害活性を in 
vitro で抑制することができた。次に、この
Gr1+CD11b+細胞の増加起点を探る目的で、
IL-4もしくはIL-12cDNAを一過性に発現させ
た B16/F10細胞を皮下に移植した。その結果、
IL-4発現によってGr1+CD11b+細胞集団が顕著
に誘導されることが判明した。マウスの遺伝
学的背景に注目し、Th2 表現型が誘導され易
い Balb/c マウスに大腸がん細胞株 Colon26
を接種したところ、顕著な Gr1+CD11b+細胞の
増加が観察され、IL-4 発現によってさらに促
進された。これらの結果は、腫瘍増大に伴う
Gr1+CD11b+未熟骨髄細胞集団は Th2 型免疫反
応によって誘導され易いことが強く示唆さ
れた。 
 
(2) Gr1+CD11b+MDSCs の腫瘍局所での増数が
腫瘍内血管新生と密接に関連することが報
告されている。したがって、細胞遊走を誘導
するケモカインに着目して腫瘍局所での
MDSCs の 遊 走 能 を 試 験 し た 。 CXCL17 
(DMC/VCC-1)は新規の CXC 型ケモカインであ
り、約 50 種類のヒトがん細胞株について
CXCL17の mRNA発現をRT-PCR法でスクリーニ
ングした結果、乳がん細胞株と大腸がん細胞
株において高い頻度で発現していることが
判った。NIH3T3 細胞の DMC/VCC-1 過剰発現細
胞をマウス皮下に移植した結果、コントロー
ルとして LacZ を発現させた細胞に比べ顕著
な造腫瘍性が観察された。また、CXCL17 過剰
発現細胞によって形成された腫瘍内部の超
音波解析では、LacZ 発現細胞由来の腫瘍より
も血流量が豊富であった。同腫瘍体積時にお
ける腫瘍内血管の免疫染色では PECAM-1 陽性
血管数が CXCL17 発現細胞由来の腫瘍で顕著
に増加していた。さらに免疫組織化学的検討
を進めた結果、CXCL17 の高発現において
Gr1+CD11b+細胞の腫瘍内浸潤が多く認められ
た。これらの結果から、CXCL17 が腫瘍局所に

おける MDSCs の走化性因子として働く可能性
が考えられた。 
 
(3) Gr1+CD11b+未熟骨髄細胞集団は少なくと
も T細胞を欠損した免疫不全個体において顕
著な増加が観察されるため、SCID マウスの脾
臓と骨髄細胞を用いた。その結果、CXCL17 の
容量に依存して応答する細胞の殆どは
Gr1+CD11b+陽性（92％）であり、百日咳毒素
（PTX）による G タンパク質の阻害や CXCL17
の熱変成によってそれらの走化性は完全に
阻害することができた。対照実験として、こ
れまで MDSCs の走化性に重要とされているリ
ガンド CCL2 に反応する細胞集団とはその表
現型も異なり、CXCL17 応答細胞は好中球様の
形態を示すことが判明した。マウスの
Gr1+CD11b+陽性細胞集団はヒトCXCL17にも同
様に応答することも示された。これまでの解
析では、CXCL17 はヒト未熟樹状細胞に対して
走化性を示すことが報告されてきた。今回、
担がんマウスによる実験結果によって、
Gr1+CD11b+未熟骨髄細胞集団がCXCL17陽性腫
瘍に集積し、腫瘍の進展に寄与する構図が想
定された。 
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